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ひとのうごき
／氷川町の火災・救急件数

第12回氷川まつり

平成29年度 一般会計予算

平成29年度人事異動

よろしくお願いします！新規採用職員紹介

平成29年度氷川町消防団幹部紹介

まちのわだい

氷川町住宅リフォーム等促進事業

農業委員会だより

けんこうだより

こころの健康コーナー
／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより

町民文芸

文化財つれづれ／八火図書館だより

くらしの情報

伝言板／まちへのホットライン

５月カレンダー

ひかわっ子写真館／編集後記

　春の田園の風物詩、レンゲソウが一面に咲き誇っていました。レンゲソウ（蓮
華草）の名前で知られていますが、正式には「ゲンゲ」というそうです。田畑
に生えているものは主に土づくりのための肥料として植えられているそうで
す。春の陽気にミツバチやモンシロチョウもせっせと蜜集めに精を出していま
した。

ひとのうごき

町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851（直通）

■ すこやかに
2/18　片山　尚貴 《卓弥・恵　　（笹　尾）》

3/ 3　久保田夢月 《和彦・裕子　（上鹿島）》

3/ 5　東瀬　実桜 《賢哉・めぐみ（西網道）》

3/ 8　岡村　奏明 《彰吾・香織　（新村北）》

3/16　山本　玲菜 《裕輔・理紗　（新　田）》

3/20　冨岡　直輝 《剛広・しおり（若　洲）》

かたやま　　なお  き

 く　ぼ　た　む  つき

あず  せ　　  み　お

おかむら　　そうめい

やまもと　　れい  な

とみおか　　なお  き

■ おしあわせに

■ やすらかに
3/ 2　篠原美須惠 （東上宮）

3/ 4　水本　貞雄 （有　佐）

3/10　梅田　泰博 （　栫　）

3/11　岩瀨　久子 （東上宮）

3/14　篠原　幸六 （東上宮）

3/17　和田サツ子 （北野津）

3/19　中村トミ子 （島　地）

3/19　平岡　謙治 （上鹿島）

3/19　山口トミヱ （早尾南）

3/26　椎葉ハルノ （宮　園）

3/26　村上ヨシノ （下　宮）

3/30　髙田　利光 （川　上）

3/13　渕本　尚也（西網道）・上村　遥（宇城市）

■ 人口（前月比）（平成29年4月1日現在）

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ29年1月からの累計）

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数
（Ｈ29年1月からの累計）

3月31日現在 火　災 救　急
氷川町

4月19日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内
氷川町

4 113

1770
7

29
2

2259
5

男　性　5,710人　（▲45）

女　性　6,540人　（▲44）

総　数 12,250人　（▲89）

世帯数　4,523世帯（▲ 7）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町
民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲
載依頼書」を提出してください。  
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第12回 春

ら

ん

ま

ん
　

３
月
25
日
、
26
日
に
、
竜
北
公
園
で
、
第
12
回

氷
川
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
の
前
夜
祭
で
は
、
恒
例
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
自
慢
の
歌
声
の
披
露
、
会
場
を
湧

か
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
迫
力
の
桜
龍
太
鼓
と

目
の
離
せ
な
い
ス

テ
ー
ジ
に
観
客
も

大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

翌
26
日
の
本
祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
も
、
ひ
の
き
み
太
鼓
、
竜
北
東
小
学

校
・
竜
北
中
学
校
の
発
表
と
い
っ
た
地

元
勢
の
活
躍
か
ら
始
ま
り
、
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
や
漫
才
コ
ン
ト
、
お
笑
い
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や

も
ち
投
げ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛

り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
各
種
団
体

に
よ
る
バ
ザ
ー
や
出
店
が

並
び
、
目
移
り
し
て
し

ま
う
食
べ
物
に
来
場

者
は
足
を
止
め
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

前 夜 祭

本　 祭

氷
川
ま
つ
り



5月号No.139 5月号

広報ひかわ 2017.5 4

『幸せを実感できる氷川町』を創造する

町民1人に使われるお金は543,453円
※一般会計予算額を平成29年3月31日現在の人口12,250人で割った額です。

熊本地震からの復旧・復興と未来を拓く総括の年

66億5,729万7千円
平成29年度 一般会計予算

項　目 予算額（千円） 構成比（％）

町 　 税

繰 越 金

繰 入 金

そ の 他

916,042

32,770

651,658

152,231

1,752,701

2,690,000

615,829

711,467

642,400

244,900

4,904,596

13.8

0.5

9.8

2.3

26.4

40.4

9.2

10.7

9.6

3.7

73.6

計

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

町　　　債

地方譲与税ほか

計

歳入合計 6,657,297 100.0

【歳　入】

【歳　出】
項　目 予算額（千円） 構成比（％）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商工費ほか

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

70,286

1,325,361

1,449,851

972,868

552,909

115,689

611,239

399,904

396,933

762,257

1.1

19.9

21.8

14.6

8.3

1.7

9.2

6.0

6.0

11.4

歳出合計 6,657,297 100.0

歳 入

歳 出

地方交付税
26億9,000万円

40.4％

国庫支出金
6億1,582万9千円

9.2％

総務費
13億2,536万1千円

19.9％

民生費
14億4,985万1千円

21.8％

消防費
3億9,990万4千円

6.0％

教育費
3億9,693万3千円

6.0％

公債費
7億6,225万7千円

11.4％

議会費
7,028万6千円

1.1％

衛生費
9億7,286万8千円

14.6％

商工費ほか
1億1,568万9千円

1.7％

土木費
6億1,123万9千円

9.2％

農林水産業費
5億5,290万9千円

8.3％

県支出金
7億1,146万7千円

10.7％

町債
6億4,240万円

9.6％

町税
9億1,604万2千円

13.8％

繰越金
3,277万円
0.5％

繰入金
6億5,165万8千円

9.8％
その他

1億5,223万1千円
2.3％

地方譲与税ほか
2億4,490万円

3.7％

依存財源
73.6％

自主財源
26.4％

限られた財源を重点的・効率的に配分
　3月の定例議会で平成29年度の氷川町一般会計予算と各特別会計予算が可決されました。
　予算額は、一般会計予算が、66億5,729万7千円（対前年比7.1％増）、各特別会計予算の合計額が、45億
7,651万9千円となっています。
　今月は、その概要についてお知らせいたします。
　今年度も引き続き、経費の節減や適正な事業選択など効率的な行政運営を進め、財政の健全化に努めてい
きます。町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

自
主
財
源

依
存
財
源

ひかりん
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平成29年度一般会計予算に計上されたうち住民生活に関連のある主な事業
（単位：千円）

【特別会計】

詳しい資料は、企画財政課にありますので、閲覧を希望される人は、お気軽にお申し出ください。

事　 業 　内 　容 予 算 額

21,338

8,976

6,500

6,000

8,000

178,200

44,400

224,108

1,725

115,666

12,170

3,840

12,876

32,008

31,689

3,583

1,500

57,825

42,000

211,543

5,690

1,307

2,920

項　目 予算額（千円）

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

公共下水道事業

宅地開発事業

2,429,862

159,070

1,521,097

462,052

4,438

【お問い合せ先】 氷川町役場 企画財政課 財政係　　☎ 52-5850（直通）

住み良いまちづくり推進のため地区の防災活動や地区運営を支援する地区活性化総合交付金制度

安全安心な暮らしを支えるための交通安全施設、消防施設・資器材整備事業

総合振興計画地区別計画に基づき住民自らが主体的に行う地区のまちづくり活動の支援

（住民主役のまちづくり補助金）

町内への移住定住促進を図る空き家バンク促進補助金事業

少子高齢化社会に対応する活力ある社会を築くため、次代を担う子の誕生を祝福し、健やかな成長を願い、

子育てを支援するすこやか赤ちゃん出産祝金支給事業

０歳から中学生までを対象に支給する児童手当

乳幼児から中学校終期までの医療費に対する助成（医療費無料化）

家庭から出されるごみの収集から処理費用（八代生活環境事務組合負担金含む）

住宅用新エネルギー（太陽光発電システムなど）の導入促進助成事業

熊本地震による損壊家屋の解体撤去事業

母子ともに安全な出産を迎えるための妊婦健診、乳幼児期の健全な発育、疾病の早期発見につながる

乳幼児健診などの母子保健事業

高齢者の健康体操やレクリエーションを地区公民館で行う「いきいきサロン事業」

一人暮らし高齢者で調理が困難な世帯などに対する配食サービス事業

健診・保健指導事業の充実（住民健診、40歳、50歳、60歳を対象とした節目ドック等経費）

各種予防接種費用の助成による疾病予防対策の充実

農業経営の安定と産地体制の強化を支援するための農業元気づくり支援事業

畳表張替助成事業

地域の持つ多面的な機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動に対する支援を行う

多面的機能支払交付金事業

住民の生活環境向上と町内産業の活性化を図るための住宅リフォーム等促進事業

町道・河川・橋りょう等改良改修、維持管理事業

小中学校の教育環境の充実を図るＩＣＴ支援事業

小学生の宿泊通学体験事業

北海道大空町との人材育成派遣交流事業

【用語の解説】
一般会計：町の行政運営の基本的な経費を計上している会計。

特別会計：特定の歳入・歳出を一般のものと区別して処理するための会
計。主なものとして、国民健康保険特別会計や、介護保険特別
会計などがあります。

自主財源：町税など、町が自主的に収入できる財源。平成29年度の歳入
全体に占める割合は約26.4％。

依存財源：地方交付税や国庫支出金など、国・県から交付されるもの。平
成29年度歳入全体に占める割合は約73.6％。
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町長部局

議会事務局

農業委員会

教育委員会

　４月１日付けで人事異動を行いました。（　）内は前職名。

人 事 異 動

課長級 ◆ 総務振興課長 稲田　和也 （学校教育課長）
  ◆ 企画財政課長 濤岡美智代 （会計管理者兼出納室長）
  ◆ 税務課長 西田　美子 （商工観光課長）
  ◆ 農業振興課長 前田　昭雄 （農地整備課長）
  ◆ 農地整備課長 尾村　幸俊 （農業振興課長）
  ◆ 会計管理者兼出納室長 橋本　智明 （税務課長補佐）
  ◆ 商工観光課長 平山　早苗 （農業委員会事務局長補佐）

課長補佐級 ◆ 総務課長補佐 尾上　英二 （学校教育課 学校給食係長）
  ◆ 企画財政課長補佐 陳野　国司 （企画財政課 財政係長）
  ◆ 税務課長補佐 増住　豪二 （企画財政課長補佐兼企画係長）
  ◆ 建設下水道課長補佐 坂梨　俊弘 （建設下水道課長補佐兼管理係長）
  ◆ 町民環境課長補佐 國岡　信吾 （町民環境課 町民環境係長）

係長級 ◆ 総務課行政係長 山本ひとみ （農業振興課 農政係長）
  ◆ 企画財政課財政係長 田村　　譲 （企画財政課 電算係長）
  ◆ 農業振興課農政係長 西田　真也 （総務課 行政係長）
  ◆ 建設下水道課管理係長 永田　雄大 （商工観光課 商工観光係長）
  ◆ 総務振興課総合窓口係長 河野　香織 （議会事務局書記）
  ◆ 商工観光課商工観光係長 續　　貴志 （健康福祉課 国民健康保険係長）
  ◆ 健康福祉課国民健康保険係長 田中　宏幸 （農地整備課 農地整備係長）
  ◆ 企画財政課企画係長 松本奈光子 （企画財政課 企画係参事）
  ◆ 企画財政課電算係長 西村　啓介 （建設下水道課 下水道係参事）
  ◆ 町民環境課町民環境係長 田中　大輔 （建設下水道課 建設係参事）
  ◆ 農地整備課農地整備係長 千原　正資 （建設下水道課 建設係参事）
  ◆ 総務振興課まちづくり推進係参事 谷口　富貴 （町民環境課 町民環境係参事）

主事 ◆ 健康福祉課介護保険係 森﨑むつみ （総務振興課 まちづくり推進係）
  ◆ 農業振興課農政係 俵　　友恵 （健康福祉課 介護保険係）
  ◆ 建設下水道課建設係 川中　啓史 （農業振興課 農産係）
  ◆ 建設下水道課建設係 前田　拓也 （農業振興課 農政係）
  ◆ 建設下水道課下水道係 園田　孝祐 （総務振興課 総合窓口係）
  ◆ 健康福祉課保健予防係 中村　香織 （新規採用）
  ◆ 企画財政課企画係 大渕　光祐 （新規採用）
  ◆ 町民環境課町民環境係 町中　朱音 （新規採用)
  ◆ 農業振興課農産係 八木田理奈 （新規採用）

係長級 ◆ 議会事務局書記 畑野　照美 （総務振興課 総合窓口係長）

課長補佐級 ◆ 事務局長補佐 岩本　信介 （町民環境課長補佐）

課長級 ◆ 学校教育課長 岩本　博美 （税務課長）
  ◆ 生涯学習課長 山本　昭義 （生涯学習課長補佐）
  ◆ 学校教育課審議員 山口　敬介 （新規採用）

課長補佐級 ◆ 学校教育課学校給食係長 古閑　賢治 （新規採用）
  ◆ 生涯学習課長補佐 沖村　眞一 （生涯学習課長）

ひかりん
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平成29年度採用の職員を紹介します。
（①氏名、②所属、③地区名、④趣味・特技、⑤抱負）

① 古閑　賢治
② 学校教育課
③ 中大野
④ 創作活動（特に絵画）
⑤ ３８年間の教員生活を宮
原小学校で終え、４月
より学校教育課学校給
食係長を拝命しました。これまでの経験を活
かして氷川町の子どもたちに安心で安全な給
食を提供できるよう、また食育の充実が図ら
れるよう精いっぱい頑張りたいと思います。

　 どうぞよろしくお願いいたします。

こ   が け ん じ

① 山口　敬介
② 学校教育課
③ 宇城市
④ 自宅の小さい庭の畑で家
庭菜園、剣道

⑤ 社会科の教諭時代に氷川
町の古墳を見学させて
いただいたり、氷川町の産業に関する授業づ
くりのお手伝いをさせていただいたりして、
氷川町はいいところだなという印象を持って
います。

　 学校現場での経験を生かして、町の教育に貢
献できるように頑張っていきます。

やまぐち けいすけ

① 中村　香織
② 健康福祉課
③ 八代市
④ テニス
⑤ 任期付職員として１年間
お世話になります。保
健予防係、管理栄養士
の中村です。氷川町住民の方の食生活も多様
化しており、食に対する悩みも様々です。そ
の一つ一つの課題を、住民の方と一緒に悩み
考えることで、ライフスタイルに合わせた具
体的な提案を目指します。

なかむら か お り

① 大渕　光祐
② 企画財政課
③ 八代市
④ 読書
⑤ このたび、町のＰＲ事業
に関わらせていただく
こととなりました。多
くの方に氷川町の魅力を知っていただき、氷
川町を今まで以上に盛り上げていけたらと思
っております。わからないことも多々ありま
すが、誠心誠意努力いたしますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。

おおぶち こうすけ

① 町中　朱音
② 町民環境課
③ 中網道
④ ネットサーフィン
⑤ 生まれ育った氷川町で働
けることを光栄に思い
ます。

　 わからないことばかりですが、丁寧な仕事を
心がけ、氷川町の皆さまのお役に立てるよう
精進してまいります。

　 どうぞよろしくお願いいたします。

まちなか あ か ね

① 八木田　理奈
② 農業振興課
③ 北野津
④ バレーボール
⑤ 今年高校を卒業してわか
らないことばかりです
が、先輩方の指導をも
とに氷川町の皆さんの役に立てるよう頑張り
たいと思います。また、職員や地域の方々と
のコミュニケーションをしっかりと大切にし
ながら、少しでも頼れる存在になりたいと思
います。

　 よろしくお願いします。

や  き  た り   な
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平成29年度 氷川町消防団 幹部紹介

指導員

団　長

本部分団　分団長

第５分団　分団長

第１０分団　分団長

指導員

副団長

第１分団　分団長

第６分団　分団長

第１１分団　分団長

指導員

第２分団　分団長

第７分団　分団長

第１２分団　分団長

指導員

第３分団　分団長

第８分団　分団長

第１３分団　分団長

指導員

第４分団　分団長

第９分団　分団長

第１４分団　分団長

梅田　光博

前田　博文

田中　大輔

山中　俊人

奥田　秀雄

宮﨑　勲

谷口　武浩

富田　竜行

下川　宗一

坂本　英臣

中島　数昭

三枝　史宗

黒田　康裕

楠本　健一朗

岩本　栄治

藤田　祐一

米村　信治

宮﨑　誠

浜田　宏樹

古閑　貴久

梅田　清孝

木本　浩司

（栫）

（北鹿野）

（南鹿野）

（北　川）

（町）

（東網道）

（法道寺）

（法道寺）

（島　地）

（栫）

（東上宮）

（北野津）

（南鹿野）

（川　上）

（迫）

（吉　本）

（中網道）

（西上宮）

（立　石）

（中大野）

（沖　塘）

（原　田）
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ま ち の わ だ い
3/
17

出場おめでとうございます
激励会

3/
20

捕まらずにうまくよけろ！
第21回八代地区ラグビーフェスティバル

　

県
営
八
代
運
動
公
園
に
お
い

て
、
第
21
回
八
代
地
区
ラ
グ
ビ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
氷
川
町
子
ど
も
会
か
ら
22

人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
の
部
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の

予
報
で
し
た
が
、
午
前
中
は
何

と
か
持
ち
こ
た
え
、
低
学
年
チ

ー
ム
が
勝
利
を
飾
る
な
ど
大
盛

り
上
が
り
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い

て
激
励
会
が
行
わ
れ
、
報
奨
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
大

会
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の

通
り
で
す
。

【
大
会
名
】

第
39
回
全
九
州
高
等
学
校
新
人

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
出
場
者
】

熊
本
西
高
等
学
校
２
年

・
内
德　

圭
一
郎
（
新
村
北
）

・
広
田　

海
人
（
早
尾
南
）

・
前
田　

史
穏
（
北
鹿
野
）

【
大
会
名
】

第
47
回
全
九
州
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
春
季
選
手
権
大

会【
出
場
者
】

男
子
の
部

熊
本
国
府
高
等
学
校
２
年

・
宮
本　

侑
季
（
桜
ケ
丘
）

女
子
の
部

必
由
館
高
等
学
校
２
年

・
西
村　

真
子
（
南
鹿
野
）

3/
20

日頃の練習成果を発揮
第9回九州地区少年部SABAKIトーナメント

　

玉
名
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
第
９
回
九
州
地
区
少
年
部
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
空
手

大
会
に
お
い
て
、
芦
屋
会
館
氷
川

支
部
に
所
属
す
る
児
童
が
入
賞
し

ま
し
た
。

【
入
賞
者
】 

写
真
左
か
ら

・
竹
山　

尚
杜

　
　
　

（
宮
原
小
５
年 

新
村
南
）

・
坂
田　

幸
基

　
　
　

（
竜
北
東
小
５
年 

迫
）

・
本
村　

樹　

　
　
　

（
宮
原
小
２
年 

新
村
南
）

※

学
年
は
大
会
当
日
の
数
字
で
す
。

【
大
会
名
】

九
州
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催
第

16
回
吹
奏
楽
大
会

【
出
場
者
】

八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校
２
年

・
伊
藤　

詩
織
（
柳
の
江
）

・
古
閑　

彩
奈
（
中
大
野
）

【
大
会
名
】

第
26
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
九
州
地
区
大
会

【
出
場
者
】
写
真
左
か
ら

竜
北
東
小
学
校

・
和
田　

樹
菜 

（
２
年 

北
野
津
）

・
山
本　

茉
莉
花
（
５
年 

高
塚
）

・
山
本　

百
日
花
（
２
年 

高
塚
）

う
ち
と
く　
　

け
い
い
ち
ろ
う

ひ
ろ  

た　
　

か
い 

と

ま
え  

だ　
　

  

し 

お
ん

た
け
や
ま　
　

な
お 

と

さ
か 

た　
　

 

こ
う 

き

も
と
む
ら　

 

い
つ
き

み
や
も
と　
　

ゆ
う 

き

に
し
む
ら　
　

 

ま　

こ

い 

と
う　
　

 

し 

お
り

こ　

が　
　

 

あ
や 

な

  

わ　

だ　
　

 

じ
ゅ
な

や
ま
も
と　
　

 
ま　

り　

か

や
ま
も
と　
　

 

も　

も　

か
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ま ち の わ だ い

4/
2
地区で盛り上げる春の祭り！
吉本地区桜まつり

　

吉
本
公
民
館
に
お
い
て
吉
本

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
し
た
が
、
会
場
は
吉
本
地
区

の
住
民
を
中
心
に
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
店
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
ほ

か
、
ス
テ
ー
ジ
の
よ
う
に
開
放

さ
れ
た
公
民
館
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た

ち
は
み
な
自
慢
の
歌
声
や
踊
り

な
ど
を
披
露
し
、
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

3/
30

河原地区に新たな憩いの場を
河原交流広場開園式展

　

河
原
地
区
に
お
い
て
、
河
原

交
流
広
場
開
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

河
原
交
流
広
場
は
、
川
原
神

社
の
北
西
側
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
広
場
で
、
元
島
博
信
さ
ん

か
ら
の
用
地
提
供
に
よ
り
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
元
島
家
を
代
表
し

長
男
の
正
信
さ
ん
が
お
話
し
を

さ
れ
「
河
原
地
区
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

3/
24

みんな生き生き！ふれあい大学
平成２８年度ふれあい大学閉講式

　

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
ふ
れ
あ
い
大
学
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
大
学
は
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
豊
か
な
社
会
生

活
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

講
座
で
す
。

　

最
後
の
講
座
と
な
る
閉
講
式

で
は
、
大
学
祭
と
し
て
、
参
加

者
が
歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
自

慢
の
歌
声
や
趣
向
を
凝
ら
し
た

衣
装
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

3/
21

仮設団地に安らぎの空間を
熊本高専「小さな幸せベンチ」贈呈式

　

熊
本
高
等
専
門
学
校
建
築
社

会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
学
生
か

ら
、
町
内
３
つ
の
仮
設
団
地
へ

「
小
さ
な
幸
せ
ベ
ン
チ
」
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
仮
設
団
地

に
住
む
人
た
ち
が
「
ほ
っ
と
」

で
き
る
よ
う
な
空
間
を
提
供
し

た
い
と
学
生
が
発
案
し
た
も
の

で
、団
地
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
考

え
３
種
類
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
後
は
団
地
の
皆
さ
ま
の

交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
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4/
2
色とりどりに春を彩る
早尾地区チューリップまつり

4/
10・11

新たな環境で義務教育のスタート
町内小中学校入学式

　
町
内
各
小
中
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

竜
北
中
学
校
55
人
、
氷
川
中
学

校
31
人
、
竜
北
西
部
小
学
校
26

人
、
竜
北
東
小
学
校
28
人
、
宮

原
小
学
校
47
人
が
新
た
に
入
学

し
ま
し
た
。

　
11
日
に
行
わ
れ
た
宮
原
小
学

校
の
入
学
式
で
は
在
校
生
と
保

護
者
の
大
き
な
拍
手
で
新
入
生

た
ち
が
迎
え
ら
れ
る
と
、
一
人

一
人
名
前
を
呼
ば
れ
大
き
な
声

で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
早
尾
公
民
館
に
お
い
て
早
尾

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
早
尾
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

は
「
花
い
っ
ぱ
い
で
き
れ
い
な

自
然
の
地
区
づ
く
り
」
を
掲
げ

る
早
尾
地
区
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
区
で
育

て
た
自
慢
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

品
評
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
品
評
会
の
ほ
か
に

も
ビ
ン
ゴ
大
会
や
手
品
シ
ョ
ー

な
ど
参
加
者
が
皆
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
新
た
に
消
防

団
に
入
団
す
る
団
員
に
よ
る

「
ス
ッ
キ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、

最
後
ま
で
無
事
終
わ
れ
る
か
、

参
加
者
は
固
唾
を
の
ん
で
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

　
品
評
会
に
出
さ
れ
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
は
、
氷
川
町
役
場
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
の
玄
関

に
飾
ら
れ
た
綺
麗
な
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
、
花
を
咲
か
せ
て
い
る

間
、
住
民
の
皆
さ
ま
を
お
出
迎

え
し
て
い
ま
し
た
。

4/
6
交通事故ゼロを目指して
春の全国交通安全運動出発式

　
熊
本
警
察
署
氷
川
機
動
セ
ン

タ
ー
（
旧
氷
川
警
察
署
）
に
お

い
て
春
の
交
通
安
全
運
動
出
発

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
に
よ
り
、
予
定
さ

れ
て
い
た
道
の
駅
「
竜
北
」
前

で
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
屋
内
に
会
場

を
移
し
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は

交
通
安
全
宣
言
の
後
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
白
バ
イ
や

パ
ト
カ
ー
が
一
斉
に
町
内
巡
回

に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。



ひかりん

No.139 5月号

広報ひかわ 2017.5 12

お
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
せ
ん
か
？

氷
川
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業

◆
対
象
者
・
対
象
住
宅

①
氷
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て

お
り
、
対
象
家
屋
に
居
住
し

て
い
る
人

②
本
人
ま
た
は
配
偶
者
、
ど
ち

ら
か
の
親
ま
た
は
子
が
所
有

し
、
本
人
が
居
住
し
て
い
る

町
内
の
住
宅
。

③
店
舗
な
ど
併
用
住
宅
や
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
居
住
部
分
の

み
。

※

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
貸
家
、
借

家
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
工
事

①
増
築
・
改
築
・
補
修
・
設
備

改
善
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
お
よ
び
空
き
家
の
解
体
工

事
。
増
築
の
場
合
は
既
存
建

物
の
面
積
を
超
え
な
い
こ

と
。

②
年
度
内
に
工
事
が
完
了
し
、

工
事
代
金
の
支
払
い
が
で
き

る
こ
と
。

◆
一
部
損
壊
住
宅
の
特
例
措
置

①
当
該
住
宅
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
こ
の
事
業
の
補
助
を

受
け
て
い
て
も
対
象
と
な
り

ま
す
（
２
回
ま
で
）
。

※

通
常
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
で

１
回
、
一
部
損
壊
の
り
災
証

明
書
添
付
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
で
１
回
と
な
り
ま

す
。

②
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
に

改
修
工
事
に
着
手
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
、
す
で
に
工
事
が

薄田塗装 祐電 澤田建築 松本建築 マツナガ工芸 竜北設備

森工業 寺田建築 山口工房 (株)沖田 光永左官工業 (株)前田建設

磯崎建築 ＭＪＫ三好建設 山元塗装 堀井建装 小松建築 前田建築

竹本建築 髙岡建築 原田建築 リュウケンホーム (株)野村工業 山本建築

上田木工所 福田建築 (有)カワマタシステムズ (株)黒田商会 沼里建築 (株)フルサト電材販売

片山工業 上田タイル工業 マエダ住建 本田建築 村上木工所 四宮材木店

塚本住建 上田工務店 早川住建 (有)峠建設 ぐりーんはうす (株)竜北建設

鶴田工務店 (有)氷川サッシ (有)四宮商会 (株)華丸設備工業 (有)もみのき 氷川燃料(有) 

橋本住建 中島建築 西河建築 (株)イッセイハウス 野崎建築 塚本建築

(有)稲葉工業 浜田鉄工所 光栄建設(株) 松田塗装工業 和幸建築 タワラ住宅設備

前田設備工業 緒方工業 宮﨑建築

緒方建築

(株)氷川総合設備

北村建築

(有)木屋 (有)角田建築

田中設備工業 髙岡工匠

住宅リフォーム等促進事業登録工事店一覧

　

氷
川
町
で
は
、
町
内
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
登
録
工

事
店
（
下
表
参
照
）
に
依
頼
し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事
を
行

う
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
通
算
で
１
回
し
か
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
で
、
町
が

発
行
す
る
り
災
証
明
書
で
「
一
部
損
壊
」
の
判
定
を
受
け
た
住
宅

に
つ
い
て
は
、
通
算
で
２
回
ま
で
（
た
だ
し
、
同
一
年
度
内
の
申

請
は
除
く
。）
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
内
容
は
、

工
事
経
費
の
20
％
（
上
限
20
万
円
）
で
す
。

完
了
し
た
も
の
や
、
登
録
工

事
店
（
下
表
）
以
外
の
業
者

で
施
工
し
た
も
の
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

③
改
修
工
事
に
か
か
る
費
用
が

10
万
円
未
満
で
も
対
象
と

し
、
町
税
な
ど
の
未
納
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

※

平
成
30
年
３
月
30
日
ま
で
。

◆
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

①
土
地
の
購
入
お
よ
び
造
成
に

係
る
費
用

②
広
告
、
看
板
な
ど
の
設
置
に

係
る
費
用

③
外
構
工
事
な
ど
の
住
宅
本
体

以
外
に
係
る
費
用

④
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
お

よ
び
管
路
工
事
に
係
る
費
用

⑤
家
電
製
品
、
給
湯
器
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
、
家
具
、
車
庫
や

物
置
の
設
置
・
撤
去
、
植
木

伐
採
処
分
な
ど
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

  

商
工
観
光
課

　
☎
62
・
２
３
１
５
（
直
通
）
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

区分 必要な条件
国庫補助額

35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円
（5割）

6,000円
（3割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円
（5割）

6,000円
（3割）

３
区分1または2の人と家族経営協
定を締結し経営に参画している配
偶者または後継者

10,000円
（5割）

6,000円
（3割）

４

認定農業者または青色申告者の
いずれか一方を満たす人で、3年
以内に両方を満たすことを約束し
た人

6,000円
（3割）

4,000円
（2割）

５
35歳まで（25歳未満の場合は10年
以内）に区分1を満たすことを約束
した後継者

6,000円
（3割）

平成28年 氷川町賃借料情報の提供について
平成28年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借に
おける賃借料水準（10アールあたり）は、以下のとおりです。

※賃借料は、果樹の成木込みの金額。　※データ数は、集計に用いた筆数である。

【お問い合わせ先】 氷川町農業委員会　 ☎ 5 2 - 5 8 6 1 （直通）

【田（水　稲）の部】

締結された地域名 平均額 データ数
氷川町全域 17,300 円 153

【畑（普通畑）の部】

締結された地域名 平均額 データ数

氷川町全域 10,000 円 2

【畑（樹園地）の部】

締結された地域名 平均額 データ数
氷川町全域 25,300 円 36

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

◆
「
積
立
方
式
」
の
年
金
で
す

の
で
、
加
入
者
や
受
給
者
の

数
に
左
右
さ
れ
な
い
、
安
定

し
た
制
度
で
す
。

◆
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業

に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人

な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

◆
農
業
の
担
い
手
と
し
て
下
の

表
の
要
件
を
満
た
す
人
（
青

色
申
告
者
、
認
定
農
業
者
な

ど
）
は
月
額
で
最
高
１
万
円

の
国
庫
補
助
を
活
用
し
た
政

策
支
援
加
入
が
可
能
で
す
。

◆
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
、

社
会
保
険
料
の
控
除
の
対
象

と
な
り
、
所
得
税
や
住
民
税

の
節
税
に
な
り
ま
す
。
（
節

税
額
は
、
支
払
っ
た
保
険
料

の
15
〜
30
％
程
度
）

※

課
税
所
得
が
１
５
０
万
円

（
税
率
15
％
）
の
場
合

の
税
額

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
必
要
な
毎
年
の
手
続

き
で
す
。

　

農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人
は
、
必
ず
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
が
届
く
時
期
は･･･

　

５
月
末
ご
ろ
、
受
給
権
者
へ

直
接
「
封
書
」
で
届
き
ま
す
。

◆
現
況
届
の
提
出
時
期
は･･･

　
　

６
月
30
日（
金
）ま
で
に
農
業

委
員
会
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
宮
原
地
区
の
人
へ
】　

　

６
月
１
日（
木
）・
２
日

（
金
）の
２
日
間
は
宮
原
振

興
局
で
受
け
付
け
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
日
に
提

出
さ
れ
る
と
き
は
、
お
手

数
で
す
が
農
業
委
員
会
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ

る
と･･･

　

提
出
が
な
い
と
き
は
、11

月
の
支
払
い
よ
り
、年
金
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
農
業
者
年
金
に
未
加
入

　

１
５
０
万
円×

15
％
＝
22
万

５
千
円

②
農
業
者
年
金
に
加
入
（
保
険

料
月
額
２
万
円
、
年
額
24
万

円
）

　

（
１
５
０
万
円
ー
24
万
円
＝

１
２
６
万
円
）×

15
％

　

＝
18
万
９
千
円

　

①
ー
②
＝
３
万
６
千
円
節
税

に
な
り
ま
す
！

◆
年
金
は
生
涯
受
給
で
き
ま

す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く

な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡

し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で

に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ

た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

農
業
者
年
金
現
況
届
は
忘
れ
ず
に
提
出
を

◆政策支援加入（保険料の補助）対象者と補助額
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だよりけ ん こ う

【お問い合わせ先】健康センター  ☎52-7154　メール：kenhuku@hikawa.kumamoto.jp　保健師

5月26日（金）～6月9日（金）まで住民健診が始まります！住民健診が
始まりますよ 5月中旬ごろに各世帯へお届けいたします必要書類が世帯に届きましたら、

事前にご記入の上、会場へお越しください。
書類に事前にご記入いただきますと、待ち時間が少なく、健診にかかる時間を短縮すること
ができます。スムーズな健診となりますよう皆さまのご協力をお願いいたします。

ご家族皆で年に1回は

特定健診を受けましょう♪

世帯分を１つの封筒に入れてお届けしていま
す。届いていないが受けたいと希望される方
は、下記健康センターまでご連絡ください。

あなたの健診会場と時間を入れていま
す。できるだけその時間にお越しいた
だくと、少ない待ち時間で受診いただ
けます。

検尿は朝起きて一番の
早朝尿を採取してください。

日ごろ連絡が取れる電話番号を
ご記入ください受けられる方はここには何も

記入せずにお越しください
名前の記入をお願いします

受けたい項目に◯を付けてください

受診しない理由がある方はこちらに○をつけて
健康センターまたは宮原振興局へお届けください

問診票（表）

問診票（裏）

問診票の名前、住所、電話番号、問診
項目の記載をお願いします

裏側はがん検診を受ける方は該当
のところの記載をお願いします
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